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資金種類および資金の利用目的
貸付対象世帯
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就職の支度に必要
な経費

○就職に際し必要な経費（洋服・靴・通勤定期等の購入費）
● ● 500,000円

３
年
以
内
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生業を営むために
必要な経費

○自営業に必要な経費
　・設備、機械、器具、車両等を購入、修理する費用
　・店舗、作業場の補修、改造する費用など
　・新規創業時の資材、原材料の購入、仕入れ費用
※ 申請前に中小企業診断士等の専門家に相談していただき
ます。
※ 新規創業の場合は、全体経費の１／３以上の自己資金
が必要です。

● ●

低所得世帯 
2,800,000円

７
年
以
内

障害者世帯
4,600,000円

９
年
以
内

技能習得に必要な
経費

○ 就職するための知識、技能を習得するために必要な経
費、及び生計中心者の技能習得の場合に、その技能習
得期間中の生計を維持するために必要な経費

※ 社会人の方への貸付については、職場から求められて
いる場合が対象。

※ 貸付上限額は低所得世帯の場合の額。障害者世帯の上
限額は別途あり。

● ●

【技能習得期間ご

とに設定】

・６ヶ月程度

1,100,000円

・１年程度

2,000,000円

・２年程度

3,800,000円

・３年以内

5,600,000円

８
年
以
内

その他日常生活上
一時的に必要な経
費

○給排水設備・冷暖房設備等を設けるのに必要な費用
○年金保険料や健康保険料（税）の未納分
○義務教育にかかる経費（制服や修学旅行の費用）
○ 生活保護受給者の国民年金の任意加入により納める保
険料＊

●
500,000円 ３

年
以
内

○障害者自動車の修理に必要な費用 ●
○生活保護受給世帯の生活必需品等の購入費用 ● 100,000円

＊ 「生活保護受給者の国民年金の任意加入により納める保険料」の貸付の場合、年金受給開始時期に合わせて「据置期間」を
設定します。


